
この用紙は、再生紙を使用しています。

発 行：伊万里農林事務所
西松浦農業振興センター

TEL(0955)23-5128  FAX(0955)23-5138
nishimatsuurafukyuu@pref.saga.lg.jp

NEWS TOPICS

普及だより
令和５年６月 Vol.
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燃
え
た
ぎ
る
若
い
パ
ワ
ー

燃
え
た
ぎ
る
若
い
パ
ワ
ー
！！
でで

伊
万
里・有
田
地
区
の
農
業
を
盛
り
上
げ
る

伊
万
里・有
田
地
区
の
農
業
を
盛
り
上
げ
る
!!!!

〜
伊
万
里
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
通
常
総
会
、

〜
伊
万
里
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
通
常
総
会
、

　
一
人
一
課
題
発
表
会
を
開
催
〜

　
一
人
一
課
題
発
表
会
を
開
催
〜

伊
万
里
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
で
は
、
20
〜

30
代
の
若
手
14
名
で
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

令
和
５
年
３
月
に
は
、
一
人
一
課

題
発
表
会
を
開
催
し
、
ク
ラ
ブ
員
が

自
ら
の
経
営
に
お
い
て
、
技
術
力
向

上
や
経
営
改
善
に
向
け
て
、
設
定
し

た
課
題
の
取
組
成
果
を
共
有
し
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

4
月
の
通
常
総
会
で
は
、
来
賓
と

し
て
出
席
さ
れ
た
山
下
農
業
士
か

ら
、「
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
は
仲
間
と
切
磋

琢
磨
し
て
、
成
長
し
あ
え
る
良
い
場

所
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ
会
員
の
み
な
さ

ん
に
は
ぜ
ひ
積
極
的
に
足
を
運
ん
で

ほ
し
い
。」
と
の
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
年
度
も
、
経
営
に
関
す
る
研
修

会
、
視
察
研
修
を
計
画
し
て
お
り
、

ま
す
ま
す
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
新
規
就
農
者
、
こ
れ
か
ら
就

農
す
る
方
や
農
業
法
人
に
勤
め
ら
れ

て
い
る
方
も
入
会
可
能
で
す
。
是
非

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？
興
味
の

あ
る
方
は
、
伊
万
里
農
林
事
務
所
西

松
浦
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
！



農
業
者
の
高
齢
化
や
減
少
が
続
く

中
、
収
益
性
の
高
い
園
芸
農
業
は
、

今
後
も
成
長
の
可
能
性
が
高
い
た

め
、
園
芸
を
中
心
に
振
興
を
図
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
し
か
し
、

園
芸
作
物
の
規
模
の
維
持
・
拡
大
を

図
る
に
も
、
家
族
労
力
や
雇
用
労
力

が
不
足
、
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
さ
が
園
芸
８
８
８
運

動
で
は
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
が
主
体
と
な

っ
て
「
労
働
力
支
援
」
に
取
組
ん
で

い
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。

【
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
】

令
和
４
年
度
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
人

実
習
生
６
名
が
、
梨
農
家
等
の
圃
場

や
各
種
選
果
場
で
栽
培
業
務
や
梱
包

出
荷
作
業
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

【
い
ち
ご
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　
　（
以
下
Ｐ
Ｃ
）
導
入
効
果
実
証
】

令
和
５
年
度
、
パ
ッ
ク
詰
め
作
業

を
共
同
で
行
う
低
コ
ス
ト
な
Ｐ
Ｃ
を

整
備
し
、
パ
ッ
ク
詰
め
作
業
の
労
力

不
足
を
解
消
し
、
単
収
増
や
規
模
拡

大
に
ど
の
程
度
貢
献
で
き
る
か
を
実

証
。
今
後
も
稼
げ
る
農
業
の
確
立
を

目
指
し
、
関
係
機
関
一
体
と
な
っ
て

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

稼げる農業の確立を目指し稼げる農業の確立を目指し
　　さが園芸８８８運動展開中　　さが園芸８８８運動展開中

農
家
の
所
得
向
上
、産
地
の
維
持
・
発
展
に

農
家
の
所
得
向
上
、産
地
の
維
持
・
発
展
に

向
け
て

向
け
て

　
現
在
の
管
内
農
業
の
担
い
手
は
、

60
代
〜
70
代
の
方
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。
県
内
各
地
区
で
、
担
い
手

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
離
農
者
数

が
新
規
者
や
規
模
拡
大
者
数
を
上
回

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
に
は
、
Ｊ
Ａ
各
部

会
に
お
い
て
「
産
地
計
画
」
を
策
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の
内
容

を
見
直
し
、
さ
ら
に
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

産
地
計
画
見
直
し
の
目
的
は
、
再

度
現
状
を
確
認
し
、
産
地
の
維
持
・

発
展
に
向
け
て
目
標
を
設
定
し
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
部
会
の
皆

さ
ん
で
意
見
を
出
し
合
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。

各
部
会
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、

関
係
機
関
一
体
と
な
り
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
の
所

得
向
上
、
産
地
の
維
持
・
発
展
に
向

け
て
、
部
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

５年後までの経営意向

52%

35%

9%

4%

未記入 規模拡大
（他品目の可能性
　　　　   含む）

５年以内に
規模縮小
またはやめる

現状維持

▲経営意向調査結果（Ａ部会）

～
部
会
全
体
で
産
地
計
画
の
見
直
し
を
～

～
部
会
全
体
で
産
地
計
画
の
見
直
し
を
～
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▲栽培面積及び農家戸数の推移（Ａ部会）
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伊
万
里
・
西
松
浦
管
内
で

は
、
素
畜
費
の
低
減
等
を
目

的
と
し
、
自
己
の
経
営
内
で

繁
殖
（
種
付
け
・
分
娩
・
子

牛
の
育
成
）・
肥
育
ま
で
を

行
う
一
貫
経
営
農
家
が
増
え

て
い
ま
す
。
肥
育
専
業
農
家

が
繁
殖
部
門
へ
参
入
す
る
場

合
、
課
題
の
一
つ
と
な
る
の

が
子
牛
の
発
育
で
す
。
標
準

以
上
の
良
好
な
発
育
を
し
、

腹
づ
く
り
が
し
っ
か
り
で
き

た
子
牛
を
育
て
て
肥
育
す
る

こ
と
で
、
最
終
的
な
枝
肉
成

績
の
向
上
が
達
成
で
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
後
新
た
に

一
貫
経
営
に
参
入
す
る
方
向

け
に
、
基
本
的
な
子
牛
の
飼

料
給
与
方
法
、
管
理
の
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
た
、「
西
松

浦
地
域
版
　
繁
殖
・
肥
育
一

貫
経
営
肥
育
素
牛
育
成
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば

振
興
セ
ン
タ
ー
畜
産
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
青
年
の
提
言

農
業
青
年
の
提
言

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

　
　
　
　

  

丸
尾
丸
尾  
大
介
大
介
氏氏

（
大
川
町
）

（
大
川
町
）

▲講演の様子

繁
殖
・
肥
育
一
貫
農
家
向
け
子
牛
育
成
の

繁
殖
・
肥
育
一
貫
農
家
向
け
子
牛
育
成
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
行
し
ま
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
行
し
ま
し
た

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
就
農

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
就
農

セ
ミ
ナ
ー
開
催

セ
ミ
ナ
ー
開
催

令
和
５
年
３
月
12
日

（
日
）
に
、
Ｊ
Ａ
や
市
町
等

の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
就
農
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

有
田
町
の
ア
ス
パ
ラ
生
産
者
圃
場
で
栽

培
状
況
や
ア
ス
パ
ラ
栽
培
を
始
め
る
き

っ
か
け
な
ど
の
体
験
談
の
話
を
聞
き
、

室
内
で
伊
万
里
・
有
田
地
区
で
の
ア
ス

パ
ラ
生
産
概
況
、
経
営
指
標
、
就
農
支

援
策
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
い
ま

し
た
。
５
組
７
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、「
実

際
に
生
産

者
の
声
を

聞
く
こ
と

が
で
き
て

よ
か
っ
た
」

と
の
声
が

聞
か
れ
ま

し
た
。
今

後
も
就
農

へ
向
け
て

の
支
援
を

継
続
し
て

行
っ
て
い

き
ま
す
。

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

佐
賀
県
農
業
青
年
冬
季
の
つ
ど
い

佐
賀
県
農
業
青
年
冬
季
の
つ
ど
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生後月齢 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

♂ 35 55 75 105 135 175 205 235 265 295 325 355 385

♀ 30 45 65 90 120 150 180 210 240 270 300 330 360

体重 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
胃（Ⅰ+Ⅱ） 〇 〇 〇◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎〇 〇

骨格 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

筋肉 〇 〇 〇 〇 〇 〇◎ ◎ ◎ ◎ ◎
筋間脂肪 〇 〇 〇 〇

目標体重

各部位
発達時期

スターター
（CP20％

TDN77％程度）

育成飼料
（CP16％

TDN70％程度）

良質乾草
（チモシー、
オーツ等）

稲ワラ

粗飼料

濃厚飼料

肥育前期飼料
（CP16％

TDN71％程度）

1kg

2kg

3kg

1kg

2kg

3kg

1kg

2kg

3kg

1kg

2kg

3kg

1kg

2kg

3kg

4kg

5kg

    育成前期の管理のポイント 
〇スターターと育成飼料の切り替えは、採食量と糞便の状況を見な

がら行いましょう。 

〇下痢をしやすい時期です。脱水には十分に注意しましょう。 

〇粗飼料は柔らかく、栄養価の高い良質なものを給与しましょう。 

離乳直後の食い込みが悪い場合は、5 ㎝程度に細断して給与しま

しょう。それ以下では胃壁への刺激が弱く、第 1 胃の発達に影響

が出ます。 

〇去勢は生後4～5ヶ月齢程度に実施しましょう。 

〇群にする場合、月齢、体格、性別はなるべく揃え、 

できるだけ少頭数で管理し、ストレスの軽減を図りましょう。 

    育成後期の管理のポイント 
〇育成後期は肥育前期に向け、粗飼料主体の給与を行いましょ

う。牧草を主体にしつつ、腹づくりを行うために繊維含量が 

多い良質なワラを一緒に給与しましょう。 

〇7ヶ月齢からは腹腔内脂肪や筋間脂肪が発達するため、濃厚飼

料の多給は絶対にやめましょう。去勢で最大 4kg 程度、めす

で最大3～3.5kg程度に抑え、不足する蛋白分は粗飼料で補い

ましょう。体重だけのっている牛ではなく、体高があり、腹が

できた子牛を目指しましょう。 

〇水が不足すると粗飼料の食い込みが悪くなります。水場を清掃

して良質な水を豊富に飲めるようにしておきましょう。 

 

    哺育期の管理のポイント 
～親付けの場合～ 

〇子牛がずっと乳房に吸い付いている場合は母乳不足かも。 

追加哺乳（１～２L程度/日）を行いましょう！（できれば分離し人工哺育） 

〇親の飼料の盗食をさせないようにしましょう。 
〇母牛が分娩後極端に痩せる場合は増飼を。栄養不足は乳量・乳質に影響します。 

～人工哺育の場合～ 

〇母牛から十分な免疫と、草を消化するための原虫・菌を受け取るために、 

1週間程度は母子同居させましょう。 

〇代用乳の温度に注意（39℃～40℃）！冬場は温度が下がるため特に注意が必要。 

〇哺乳瓶・乳首は毎回洗浄し、衛生的に保管しましょう。 
〇幼いうちは3回程度に分けて飲ませましょう。1回あたりの哺乳時間が短いと胃 

や肺に負担がかかりますので、適度な時間で飲ませましょう。 

〇哺乳瓶の高さは母牛の乳房の高さと同程度で自然哺乳に近い形にしましょう。 

〇代用乳を切るときは、十分にスターターを摂取しているかを確認しましょう。 

※図は去勢の飼料量目安 

♀ 3～3.5kg程度におさえる 

残さない程度に飽食 

 

➡ https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00322215/index.html

丸
尾
氏
は
令
和
３
年
よ
り
親
元
就
農
し
、

ナ
シ
を
１・
４ 

ha
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
令

和
４
年
度
佐
賀
県
農
業
青
年
冬
季
の
つ
ど

い
の
提
言
の
部
に
て
「
経
営
な
ん
て
二
の

次
？ 

現
実
に
気
づ
い
た
24
歳
の
春
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
経
営
分
析
の
重
要
性
と

今
後
の
自
園
の
展
望
に
つ
い
て
発
表
を
行

い
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

丸
尾
氏
は
令
和
２
年
に
伊
万
里
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
へ
入
会
し
、経
営
面
を
学
習
す
る
重

要
性
に
気
づ
き
、経
営
研
修
会
や
１
人
１

課
題
発
表
等
に
取
り
組
む
こ
と
で
、ク
ラ

ブ
員
の
仲
間
と
共
に
経
営
分
析
や
栽
培
技

術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
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私
は
伊
万
里
市
黒
川
町
の
素
ヱ
コ
農
園
で
採

卵
鶏
を
約
１
，５
０
０
羽
飼
育
し
て
い
ま
す
。

伊
万
里
農
林
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
保
育
士

と
し
て
5
年
間
勤
務
し
、
代
表
の
松
本
が
行
っ

て
い
る
養
鶏
に
魅
力
を
感
じ
、
昨
年
の
4
月
に

就
農
し
ま
し
た
。
就
農
後
は
生
産
部
長
と
し
て

養
鶏
場
を
任
せ
て
も
ら
い
、
日
々
養
鶏
を
学
び

な
が
ら
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。
自
然
に
近
い

平
飼
い
飼
育
に
こ
だ
わ
り
、
餌
は
全
て
国
産
原

料
を
自
家
配
合
し
て
い
る
他
、
地
元
の
野
菜
残

さ
な
ど
を
飼
料
と
し
て
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
ま
す
。
鶏
の
可
能
性
を
活
か
す
こ
と
で
、
自

給
率
や
フ
ー
ド
ロ
ス
問
題
の
解
消
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
課
題
も
多

い
で
す
が
こ
う
し
た
田
舎
な
ら
で
は
の
環
境
問

題
へ
の
取
り
組
み
を
行
い
、
地
域
に
根
付
い
た

事
業
と
な
り
田
舎
か
ら
都
会
へ
新
し
い
価
値
観

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
に
励
ん
で
い
ま
す
。

マ
イ
ド
リ
ー
ム

マ
イ
ド
リ
ー
ム

マ
イ
ド
リ
ー
ム

Vol.

1
Vol.

９

田中椋也 氏（黒川町）

令
和
４
年
度
学
生
募
集

入
試
区
分

願
書
受
付
期
間

試
験
日

合
格
発
表
日

推
薦
入
試

令
和
３
年

９
月
６
日
㈪
〜

９
月
21
日
㈫

令
和
３
年

10
月
８
日
㈮

令
和
３
年

10
月
25
日
㈪

一
般
入
試

一
次

令
和
３
年

11
月
８
日
㈪
〜

11
月
24
日
㈬

令
和
３
年

12
月
10
日
㈮

令
和
４
年

１
月
７
日
㈮

一
般
入
試

二
次

令
和
４
年

１
月
11
日
㈫
〜

２
月
２
日
㈬

令
和
４
年

２
月
18
日
㈮

令
和
４
年

３
月
８
日
㈫

令
和
５
年
度

職
員
紹
介

職
員
紹
介

農
大
生
募
集
の
お
知
ら
せ

農
大
生
募
集
の
お
知
ら
せ

前
　
列
（
右
か
ら
）

横
　
山
　
比
呂
美
（
経
営
）

徳
　
永
　
敦
　
子

（
普
及
課
長
）

早
　
田
　
文
　
博

（
副
セ
ン
タ
ー
長
）

宮
　
地
　
知
　
子

（
セ
ン
タ
ー
長
）

佐
　
伯
　
志
津
子

（
農
業
企
画
課
長
）

西
　
　
　
美
友
紀

（
野
菜
・
花
き
）

前
　
山
　
美
　
和
（
果
樹
）

後
　
列
（
右
か
ら
）

山
　
本
　
朝
　
美
（
畜
産
）

吉
牟
田
　
瑠
満
子
（
経
営
）

山
　
口
　
妃
　
鶴

（
農
業
企
画
課
）

田
　
中
　
瑛
　
晶
（
作
物
）

猿
　
渡
　
亨
　
丞
（
畜
産
）

平
　
野
　
剛
　
史

（
農
業
企
画
課
）

亀
　
川
　
正
　
義
（
畜
産
）

山
　
崎
　
晃
　
世
（
作
物
）

原
　
口
　
悛
　
輔
（
果
樹
）

深
　
町
　
周
　
司

（
野
菜
・
花
き
）

外
枠
（
右
か
ら
）

坂
　
本
　
紀
　
子
（
作
物
）

野
　
口
　
英
　
生

（
農
業
企
画
課
）

福
　
田
　
　
　
茜 

※

（
野
菜
・
花
き
）

※
東
松
浦
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

と
兼
務

お問い合わせ先：農業大学校　
〒840-2205　佐賀市川副町南里１０８８
Tel：（0952）45-2144　Fax：（0952）34-7004
E-mail : nougyoudaigaku@pref.saga.lg.jp

佐
賀
県
農
業
大
学
校
で
は
令
和
６
年
度
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　
農
大
の
魅
力
を
紹
介
す
る
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
２
３
」
の
開
催
日
時
は
下
記
の
通
り
。

【
第
１
回
】
７
月
２
日
㈰ 
申
込
期
日
：
６
月
22
日
㈭

【
第
２
回
】
８
月
26
日
㈯ 
申
込
期
日
：
８
月
10
日
㈭

　
詳
し
く
は
佐
賀
県
農
業
大
学
校
、
ま
た
は
西
松
浦
農
業

振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農業大学校ホームページ & Youtubeチャンネルも
ご覧ください！

さがのうだい  検索 ↖

佐賀農大の詳しい
情報はこちらから

⇩
農大Youtube
チャンネル

農大HP
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